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（10）資源・漁獲情報ネットワーク構築事業

予算

水産庁委託

概要

水産業の発展のためには効率的な資源の管理が必要であり、資源評価の精度向上を図る必要があ
る。そこで、海洋環境変化を捉え、資源評価精度を底上げし、資源評価体制の整備のためのデー
タベースの構築、さらにネットワーク化し、データの効率的な蓄積・解析を目指す。そのために
以下の取り組みを行う。
・環境DNA等を活用した新たな資源情報の収集
・IT技術を活用し漁船からの直接情報収集
・上記情報に加え、漁業や市場等の水揚げ情報のデータベース化
平成30年度は大阪湾内の12地点で表層水および底層水を採取、主要魚種の環境DNAの測定を行
い、分布把握につながる基礎データの収集を行った。同時に大阪湾内の20地点で小型底曳網によ
る調査を行い、実際の分布状況の把握を行った。
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